
女性人材育成セミナー【盛岡市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 31 千円

交付金額 15 千円

事業番号 1

○実情（女性の就業・雇用）
・第３次産業従事者が８割超（女性は「医療・介護、卸売・小売業、宿泊飲
食サービス」の順に多く従事）
・女性の労働力率は約50％で、全国平均50％とほぼ同じ傾向
・女性の管理的職業従事者割合は17.4％で、全国平均約15％より高い傾向
○課題（企業アンケートより）
・女性活躍推進における自社の課題の上位２項目「多様な人材の能力を生かす
管理職マネジメント支援」「女性の意識改革・キャリア支援」

女性をはじめ多様な人材が活躍できる職場づくりをあらゆる面から支援するため、
市内企業の要望が高い「女性の人材育成（女性社員対象）」「多様な人材の
能力を生かすマネジメント支援（経営者管理職対象）」を行うほか、男性や若年
女性など働く女性だけに限らない事業アプローチを図る。
＜数値目標＞
○女性活躍推進事業参加者の意識や取組意欲の変容度
目標値 90％ → 実績値 97％（達成）

○事業内容について
国立大学法人岩手大学が主催する「女性のキャリア形成支援リカレントプログ
ラム2023」の一講座として、岩手県内（市内）の事業所等に勤務する今後
リーダー的な職位に就くことが期待される女性社員に向けて、今後のキャリア形成
支援につなげるためファシリテーション力の向上をテーマとしたセミナーを開催した。
○関係団体などとの連携方法について
本市並びにもりおか女性センターのほか、上記プログラムにおける他の回を担当

（共催）した北上市、釜石市及び大船渡市がそれぞれ企画段階から協働し、後
援の自治体や関係団体、地域経済団体を含めて事業広報等に取り組み、地
域全体で女性活躍推進に関する意識啓発につなげた。

○経済団体・関係団体・大学等との連携
もりおか女性センター、岩手大学、 ㈱岩手日報社

○連携地方公共団体との連携
岩手県、大船渡市、北上市、釜石市、宮古市、花巻市、久慈市、
遠野市、一関市、陸前高田市、二戸市、八幡平市、奥州市、滝沢市、
紫波町、矢巾町

参加者のアンケートから、「ファシリテーターという役割について、仕事や普段の中
でのコミュニケーションに活かせる収穫があった」「頭の中の意見や考えを可視化する
ことで、円滑なコミュニケーションを学ぶことができた」などの感想が見受けられ、事業
として実施による効果は高かった。

○継続実施に向けた他団体との連携
他団体との共同開催による経費などの合理化を行うとともに、企業からのニーズ
も高い事業のため、継続開催に向けた調整が必要。

○参加者数の維持・向上に向けた方策
実施による効果は高い事業であるため、広報活動や開催日時などを検討し、
潜在的な参加希望者の掘り起こしに注力する必要がある。



事業の概要

女性人材育成セミナー ～コミュニケーション・ファシリテーション力アップ！～

◇主催 国立大学法人岩手大学
◇共催 盛岡市（市民部市民協働推進課男女共同参画推進室、もりおか女性センター）、大船渡市、北上市、釜石市
◇後援 岩手県、宮古市、花巻市、久慈市、遠野市、一関市、陸前高田市、二戸市、八幡平市、奥州市、滝沢市、紫波町、矢巾町、株式会社岩手日報社

日時：2023年９月８日（金）13：30～15：30
会場：オンライン開催（Zoom）
対象：主に岩手県内の事業所で働く将来リーダーとなることが期待される女性（32名）
内容：講義とワークを通じて、組織内でのコミュニケーション力、ファシリテーター力の向上を図った。
効果：参加者の96％が仕事に対する取り組み方や考え方に前向きな意識の変化があったと回答したことから、参加

者のキャリア形成に好影響をもたらすことができた。

 ※本セミナーは「岩手大学女性のキャリア形成支援リカレントプログラム」の第3回として、同大のほか、本市及び
もりおか女性センターの共同で開催した。

セミナーの内容
テーマ：コミュニケーション・ファシリテーション力アップ！ ～みんなの意見が活かされる話し合いの進め方～
講 師：株式会社ひとまち 代表取締役 ちょん せいこ 氏
内 容：①ファシリテーションとは②ファシリテーション６つの技術③ホワイトボードミーティングⓇとは④ホワイトボードミーティングⓇ５つの

特徴について講義を受けながら、実践的ワークショップを実施した。

〈参加者の感想〉
   ・ファシリーテーターという役割についてや、ホワイトボートの有効的な活用法、仕事の中でも普段の会話の中でもコミュニケーションに
も活かせる収穫がありました。

 ・意見や頭の中の考えを可視化することによって、元気になる会議にしてみたいと思います。
・ネットワークカフェを通して、女性ならでは役割があり、それを前向きに捉えることによって、円滑なコミュニケーションを図ることができる
ということを改めて気づくことができました。
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